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XP を定義する。XP は軸として child、descendant-or-self、following-sibling、preceding-sibling、
attribute を用いた XPath 式の集合である。また、XP に属しかつ述語も attribute 軸も使用しない
ものを simpleな XPath式と呼ぶ。これら定義に基づいて、XPath式修正問題を「DTDの下で入力
XPath式に最も近い(編集距離の最も小さい)XPath式を求める問題」と形式化し、この問題の計算複














したがって、入力 XPath式に最も近い K個の XPath式を得るには、xd-graph上で K最短経路問題
を解けばよいことになる。第 6章では、この考えに基づいて、DTDの下で入力 XPath式に最も近い
K個の XPath式を求めるアルゴリズムを構成し、本アルゴリズムが simpleな XPath式に対して多
項式時間で動作することを示している。また、XP に属する XPath 式に対して、述語のネストの深
さが定数で抑えられている場合、本アルゴリズムが多項式時間で動作することも示している。さらに、
適切な枝刈り処理を行うことにより、本アルゴリズムが実際の DTD の下で効率よく XPath 式を修
正可能であることを、評価実験によって明らかにしている。 




を用いて、正規木文法の下で入力 XPath 式に最も近い K 個の XPath 式を求めるアルゴリズムを構
成している。さらに、このアルゴリズムの計算複雑さについても考察し、DTD の場合と同様の効率
で提案アルゴリズムが動作可能であることを明らかにしている。  











にしているところにある。論文の構成は、まず、第 2章で関連研究を概観している。第 3章から第 4
章にかけて、XPath式の 2つのクラスおよび XPath式に対する編集操作の 2つのクラスを定義し、
これらクラスの観点からXPath式修正問題の計算困難性を論じている。第 5章から第6章にかけて、
DTDの下で入力 XPath式に対する修正候補を発見するアルゴリズムを提案し、その時間計算量を求















第 3章および第 4章は、XPath式の 2つのクラス simpleと XPを定義するとともに、XPath式
に対する編集操作の 2 つのクラス core と extended を定義している。そして、これら編集操作およ
び XPathのクラスが、XPath式修正問題の計算複雑さに影響を与える主要な要因であることを明ら
かにしている。まず、編集操作として extendedを許した場合、XPath式を simple なものに限定し
ても XPath式修正問題がNP困難であることを示している。さらに、extendedの編集操作のうち 1
つのみを許した場合でも、XPath 式修正問題は依然として NP 困難であることを示している。これ
らの議論により、XPath式修正問題の計算困難な部分を明確に示すことができたと言える。 
第 5 章および第 6 章は、XPath 式の修正候補を列挙するアルゴリズムを提案し、その時間計算
量を明らかにしている。提案アルゴリズムは、編集操作を core に限定した上で、DTD の下で入力
XPath 式に最も近い K 個の XPath 式を求めるものである。本アルゴリズムの特徴は、入力 XPath
式を修正して得られる正しいXPath式の集合を、xd-graphというグラフで表現していることにある。
これにより、効率よく入力 XPath式に最も近い K個の XPath式を求めることが可能となっている。
実際、本アルゴリズムがsimpleなXPath式に対して多項式時間で動作することを評価実験で確認し、






探索を行うことにより入力 XPath 式に最も近い K 個の XPath 式を求めるアルゴリズムを実現して
いる。さらに、本アルゴリズムの計算複雑さについて考察し、 DTDの場合と同様の効率で本アルゴ




より、本アルゴリズムが実 DTD の下で効率よく XPath 式を修正可能であることを明らかにしてい
る。実験に用いた DTD(auction.dtd)は実 DTD の中ではサイズも大きく複雑なものであるため、本
アルゴリズムは他のスキーマに対しても効率よく動作すると期待される。ただし、より多くのスキー
マを用いて評価実験を行えば、本アルゴリズムの評価をより確かなものにできたと思われる。 







平成 28年 7月 1日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図
書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第 3号に
基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 
